
○車両消毒の徹底、交差汚染の防止
特に、と畜場、死亡獣畜回収場所、家畜市場、共同糞尿処理場など、
畜産施設に出入りした際は、消毒を徹底しましょう。

○畜舎専用衣服・靴の着用 ○農場・畜舎へ入る際の手指の消毒

○畜舎・器具のこまめな清掃、消毒

○肉及び肉製品を含む食品残さを餌として使用する場合の適正使用

○野生動物との接触・侵入防止対策の徹底
★農場周囲の除草、こぼれ餌の掃除のこまめな実施
★ネズミ、昆虫の駆除

★豚舎外壁の補修、防護柵・防鳥ネットの設置等侵入防止対策の実施

○毎日の健康観察と早期発見及び異常時の早期通報
飼養豚に異状が見られたら、直ちに家畜保健所に通報を！

北部家畜保健衛生所
東部・北部家畜防疫獣医師会

〒287-0004 香取市岩ヶ崎台12-1
Tel：0478-54-1291 Fax：54-5996
夜間・休日緊急（転送されます）

(公社)千葉県畜産協会
〒260-0021 千葉市中央区新宿1-2-3

令和２年度第２０号（１０月）発行

北部家畜保健衛生所 Tel.0478-54-1291   Fax.0478-54-5996
豚の様子がおかしいな、と思ったらすぐにご連絡ください！！

夜間・休日は転送されます。必ず5回以上コールしてください

令和2年9月26日、群馬県の豚熱（CSF）ワクチン接種農場の飼養豚で患畜が
確認されました。近隣国では、CSF及びアフリカ豚熱（ASF）の発生が継続し
ており、侵入リスクが高い状況が続いています。
また、豚流行性下痢（PED）は、気温の低下する冬季に発生が増加する傾向

があり、昨シーズンは、4県で70農場（千葉県：37農場）の発生が確認されて
います。農場への疾病侵入防止のため、飼養衛生管理の再確認、再徹底をお願
いします。

疾病侵入防止のため飼養衛生管理の徹底を！

防護柵及び畜舎、堆肥舎等への防鳥ネットの設置は、令和2年11月1日から
義務化されます。未設置の農場は、早急に対応をお願いします！

CSFワクチンの免疫効果は、接種豚の
80％とされており、飼養衛生管理を
適切に実施することが重要です！



豚熱・アフリカ豚熱の侵入防止対策を
徹底しましょう！

アフリカ豚熱

写真出典：国立研究開発法人農業食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門

チアノーゼ死亡

詳細情報はこちら（農林水産省HP）

豚熱

重症例は後躯麻痺・運動失調・四肢の激しい痙縮などの神経症状、皮下出血による紫斑（耳翼、尾、腹部、内股部）を呈し死亡。

耳翼の紫斑 結膜炎元気がない

写真出典：岐阜県

発熱、食欲不振、元気消失等、うずくまり、便秘に継ぐ下痢、呼吸障害等

衛生管理を徹底しましょう！

水で汚れを落とし
てから消毒

飼料に畜産物を含む又は
含む可能性がある場合は
十分に加熱処理

関係者以外の農場
への立入を禁止

農場に出入りする際には、
消毒を実施

2020年９月群馬県のワクチン接種農場で発生
（野生いのししでも発生継続）

豚熱について： アフリカ豚熱について：

2018年９月、26年振りに日本で豚熱が発生しました。近隣国では、豚熱及びアフ
リカ豚熱の発生が継続しており、侵入リスクが高い状況が続いています。

病状は多岐に渡り、甚急性、急性、
亜急性、慢性の症状を示す。甚急
性では突然死亡、急性では発熱
（40～42℃）、皮下出血、脾臓の腫
大、粘血便、チアノーゼ等を呈し、
死亡率は100％に近い。

特徴的な症状が無く、気がつきにくい疾病です！

2018年8月以降中国、韓国、ベトナム、
フィリピン等で発生継続

異状を発見したら直ちに通報しましょう！

異状を発見したら直ちに通報しましょう！

病状は多岐に渡り、甚急性では突然死亡、
急性では発熱が見られます。


